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全国地震データ流通基盤システム
Japan Data eXchange network (JDXnet)

•基盤システム・プロトコル → WIN システム（地震研究所を中
心に開発）

•データ流通量 →約10Mbit/s, 約1万チャネル

• SINET5, JGN, フレッツ回線等で構築

広帯域地震観測点
（約１２０地点）

高感度地震観測点
（約１3００地点）
＋臨時観測

観測機関： 気象庁、防災科研、国立9大学、JAMSTEC、産総研など
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アクセス回線として
フレッツグループを共用

全国の地震波形データが
全国どこでもリアルタイ

ムで利用可能

JDXnet

全国地震データ流通基盤システム
全国の観測機関との共同事業

JDXnet現在 SINET5、JGN、フレッツ回線などで構築



自己紹介

•研究内容
• リアルタイム地震学（地震のメカニズムをリアルタイムで決定する）

• 地震活動予測モデルの評価

• 地震データベース，地震波形データベースの開発



研究紹介



首都圏の過去の地震活動に基づく地震活動予測手法の確立

(1)d 首都圏の地震活動に基づく地震活動予測手法の確立の概念図

地震活動予測モデルの構築

予測

観測

CSEPによる評価基盤地震カタログ（気象庁一元化震源
等）

統計地震学

過去の地震活動

評価・検証

モデルのアップデー
ト



データベース開発



地震データについて

• (地震)波形データ
• 様々なフォーマットがある。日本ではWINフォーマット

• (震度データ)

•カタログデータ
• こちらも種々あるが、気象庁一元化震源がスタンダード



東北地方太平洋沖地震
白木観測点の記録



JDXnet

Seismic observation network in Japan

NIED Hi-net/F-net

(~1000)
JMA (~350)
Univ. (~290)



40km
296

首都圏地震観測網
Metropolitan Seismic Observation network



地震計の種類

•高感度地震計

•強震計（加速度計）

•広帯域地震計



地震カタログ

•震源決定は速度構造モデルに依存。唯一に存在するわけではな
い

•気象庁が一元化震源として１日300個ほど決定している。年間
１０万個決定







可視化の例

•津波伝搬

•マントル対流

•波動伝搬

•統合地震シミュレーション

• Etc.



波動伝搬例（2016年熊本地震）

https://www.eri.u-tokyo.ac.jp/wp-content/uploads/2016/05/Kumamoto2rev.mpg

https://www.eri.u-tokyo.ac.jp/wp-content/uploads/2016/05/Kumamoto2rev.mpg


津波伝搬例（3.11東北地方太平洋沖地震）

https://www.eri.u-tokyo.ac.jp/TOPICS_OLD/outreach/eqvolc/201103_tohoku/tsunamisimulationfurumura/

https://www.eri.u-tokyo.ac.jp/TOPICS_OLD/outreach/eqvolc/201103_tohoku/tsunamisimulationfurumura/


緊急地震速報発表例(東北地方太平洋沖地震）



波動モニター例（2007年中越沖地震）



マントル対流シミュレーション例

By Yoshida/JAMSTEC https://www.youtube.com/watch?v=dECeuFKE1uY



可視化の特徴

•地図表示に関連するものが多い

•平面座標表示のほか球座標表示も必要

•既存のツールよりは独自開発により実施



課題

•可視化は研究成果というよりは研究を効率的に説明するための
ツールという位置付けが強い

•複数ライブラリの依存関係

•オープンプラットフォームの問題

• 3次元可視化(OpenGLあるいはVRML)はもう使われていない？

•ツールの寿命が短くなってきているように思う


